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　全周型の3Dディスプレイはそこにモノがあるという感覚（実在感）を得やすいので、手に取って
みたくなるようなインタラクションの創発が期待できます。他の既存の全周型方式は、ケースの内部
に3D映像を再生するものが主流で、手を伸ばしてもケースに邪魔され触れることができません。一
方で我々の提案する方式では、何もないテーブル面上にモノが置かれているかのように3D映像を再
生するという原理であり、ケースに邪魔されないインタラクション環境が達成できるという利点があ
ります。また、提案手法では多数のプロジェクタを並列に動作させて、フルカラーの動きのある3D
映像をインタラクティブに再現することができ、コンテンツをUnity などの汎用的な3D制作ツール
で用意することが可能です。
　アミューズメント（カードゲームバトルの現実世界での3D映像化、キャラクタコンテンツの再生）
や、ビジネス（テレワークにおける3D映像での情報共有、3Dプリンタに代わる試作検討と議論）
の場面での利用が想定されます。

研究の概要

　テーブルは普段の作業の場としてよく使われるツールです。そこに、紙の資料などと同様に電子的
な3Dモデルが扱えるようになれば、複数人でのコミュニケーションにとってとても有用です。本技
術は、普段の生活に現れるテーブルを囲んだ対話や協同作業において、3D情報を「そこにある」か
のようにテーブル上に加えることで、ヒトとヒトあるいはヒトとコンピュータとが自然にコミュニ
ケーションできる場の創出を目指しています。
　「fVisiOn」と名付けたこのテーブル型3Dディスプレイ技術は、一見すると何もないラウンドテー
ブルの中央に、人数を問わず全周360°から裸眼で観察可能な3D映像を再生するものです。最新の
成果では、直径90 cm高さ70 cmの円卓の形で実装し、高さ5 cm程度の3D映像をインタラク
ティブに操作できる環境を提供できます。着座した状態やその背後に立つ人々が、テーブルの上で動
く3Dコンテンツを共有するように観察することができます。
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テーブルの全周から観察できる
裸眼 3D ディスプレイ技術

【著書】
・  著書  『空間立体表示とユーザインタ
フ ェ ー ス 』 S & T 出 版（ 共 著 ）: 
2019/05
・  著書  『空中ディスプレイの開発と応
用展開』 シーエムシー出版 （共著）: 
2018/07
・  著書  『Human -Ha rmon i z ed 
I n f o rm a t i o n  T e c h n o l o g y , 
Volume2（人間に調和した情報技術 
第2巻）』 Springer （共著）: 2017/04

【論文】
・  学術論文  「ホログラフィック光学素
子と複数の小型プロジェクタを用い
たAR-3Dディスプレイシステムの実
装」 映像情報メディア学会誌 映像情
報メディア学会 77（4）:546-551 
（共著）: 2023/07
・  学術論文  「Virtual multiplication 
of  l ight sources for a 360°
-viewable tabletop 3D display」 
O p t i c s  E x p r e s s  O S A  2 8
（2 2）: 3 2 5 1 7 - 3 2 5 2 8（単著）: 
2020/10
・  学術論文  「従来の 1/12 のプロジェ
クタ台数で構成した 360度観察可能
な光線像再生式テーブル型 3Dディ
スプレイ」 日本バーチャルリアリ
ティ学会論文誌 25（3）:284-289 
（単著）: 2020/09

【学会発表】
・  写実的な鮭の切り身を表現する
シェーダの簡便な実装（情報処理学
会第 86回全国大会）: 2024/03/17
・  テーブル型 3Dディスプレイにおけ
るプロジェクタ配列と光線再生像に
関する考察（情報処理学会第 86 回
全国大会）: 2024/03/16
・  ゲーミフィケーションの手法を用い
たゴミの分別を促すゴミ箱の設計（情
報処理学会第 86 回 全 国大会）: 
2024/03/15

【受賞学術賞】
・日本バーチャルリアリティ学会 日本
バーチャルリアリティ学会第 23 回
論文賞 : 2021/09
・経済産業省 Innovative Technologies 
2016（「fVisiOn：テーブル型メガネ
なし 3D ディスプレイ」（単独））: 
2016/10
・画像電子学会 画像電子技術賞（「メガ
ネなしテーブル型 3Dディスプレイ
技術 fVisiOn」（単独））: 2016/06
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・  基本原理に関する検証については終了しています。大量の小型プロ
ジェクタに類する技術を必要とする原理のために、製品化へはハー
ドウェア開発に係る課題があるという段階になります。さらなる高
画質化に向けた課題についても改善手法を現在検討中で、研究とし
て進行中です。
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